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GAP 実習の中核施設
　学生に、安全・安心な青果物生産
の現場実習を体験させるための 2連
棟硬質ハウスを、本事業で建設（図
中①）。2種類の作型を設定でき、暖
房設備、温度管理システムが完備さ
れています。現在、GAP の手法に従っ
た学生実習を行っています。

土を守り作物を守る

　土は農業生産にとってとても大切
なもの。この土壌の流出を防ぐため、
流出しやすいところには不耕起地帯
を設置しています（②）。また、近年
ひどくなってきたイノシシや猿によ
る被害を防ぐため、圃場の周囲に防
獣ネットを設置しています。
　このように、生産基盤や生産物を
守るために、さまざまな工夫が行わ
れています。

　安全な農産物は安全な作業から。
作業者や見学者の事故を未然に防ぐ
ため、圃場周囲の電気柵や崖の周辺
など危険なところに、誰が見ても分
かるような看板を設置して、注意を
促しています（③）。

　農薬保管庫の鍵は厳重に管理（④）。
誰でもが入れるわけではありません。
また農薬は誤用しないことが重要。
作物ごとに使用していい農薬が決め
られています。適応外の使用を防ぐ
ために、農薬は使用担当者ごとに責
任をもって管理しています。農薬保
管棚の中にも工夫が。万が一農薬が
漏れた場合も大丈夫。トレーでそれ
を受け止めるようにしています。農
薬どうしが混ざって反応するといっ
た事故の危険を減らすため、農薬の
種類によって保管する場所を分ける
工夫もしています。

　学生実習で使用するため、この農
場には同じ農具が数多くあります。
これらの農具は 1本ずつに番号を付
け、農具庫で大切に管理（⑤）。収納
場所も 1本ずつ決められています。
これで実習後に農具が紛失すること
を防げます。また農具庫は、常に整
理整頓されたきれいな状態を保つこ
とができています。

農薬用機械は分けて管理
　農薬散布用の機械は、他とは分け
て管理しています（⑥）。これにより、
他の農業機械が農薬で汚染されるこ
とを防いでいます。

事故を未然に防ぐ 農具一つ一つも大切に

農薬は徹底的に管理

徹底解剖　GAP 認証農場のすべて

　木花フィールド（農場）は 2011 年
12 月 13 日、大学農場としては日本で
初めて JGAP 認証（JGAP 青果物 2010）
を取得しました。今後は、GAP 教育に
活用される予定です。今回は、そのよ
うな “GAP 認証農場” の見どころを徹
底的に紹介します。

図　農場管理棟周辺
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　農場では同じ機械を多くの人が使
用します。そこで、機械ごとに収納
する場所を分かりやすく表示し、整
理整頓しやすくしています（⑦）。
また、機械をぶつけやすい柱などに
はトラテープを貼って、注意を促し
ています。

　農薬は圃場や環境に影響を与える
ので、農薬散布機の洗浄にも気を使
います。できるだけ影響が少ない場
所に専用の洗浄場所を設けています
（⑧）。また、機械の洗浄不足による
残留農薬事故も要注意。洗浄手順や
方法をしっかり決めて、事故を防い
でいます。

　作業場では、収穫物を入れるコンテ
ナを、その種類ごとに整理整頓（⑨）。
それぞれ片付ける場所も明確に表示し
てあるので、誰でも正しく片付けられ
ます。ここで気を付けなければならな
いのは、農薬と収穫物が接近してしま
うこと。収穫物に農薬が付着したらた
いへんです。そこで、農薬保管庫から
農薬を出し入れするルートをはっきり
示して、農薬はその道以外は通りませ
ん。このような工夫で、農薬による汚
染を最小限に抑えています。

最後が肝心

　出荷前の農産物が最後に通る調製室
は、とても重要な部屋（⑩）。パック
詰めした農産物に異物が混入していた
ら、せっかくの商品が台無しです。こ
のような事故を防ぐため、作業時は必
ず帽子や手袋を着用し、アクセサリー
は外すなどの、“食の安全” のための
ルールを決めて作業しています。

　GAP 認証を取得した農場では、作
業者の “安全” に対する意識が向上し、
確かに食の安全性が高まりました。
また、作業のムダが減少しました。
　それでもまだ、ムダを省ける作業
が残っています。農場では、日頃の
ミーティングで、常に改善にチャレ
ンジ。木花フィールド（農場）は、
今後もまだまだ進化していきます。

『International GAP 対応の食料管理専門職業
人の養成』ニュースレターは、宮崎大学の
人材養成の取り組みを広く紹介するために、
農業法人や食品関連企業などの関係者に配
信しています。　
このニュースの配信を希望される方を募集
中です。GAP 事業推進室までご連絡下さい。

農薬の通り道整然と並ぶ農業機械

薬散機の洗浄はココ

確かな変化が

木花フィールド（農場）では、GAP を学ぶ見学マップを作成しています。
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